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「ヘリポートにて撮影。左から知場（関節）、新井（脊椎）、菊地（外傷）、宇梶（外傷）、吉川（関節外科部長）、
小曽根（手）、竹内（整形外科部長）」

「高いところから失礼します！地域に支えられて
５年、那須赤十字・整形外科です」

経
過
が
安
定
す
れ
ば
安
心
し
て
お
戻
し
で
き
ま

す
。
特
に
、
骨
粗
鬆
症
の
あ
る
患
者
さ
ん
は
手

術
し
た
部
位
が
治
っ
て
も
他
の
骨
に
問
題
が
生

じ
て
く
る
た
め
、
長
期
に
渡
る
綿
密
な
ケ
ア
が

必
要
で
す
。
内
科
の
先
生
に
ま
で
骨
粗
鬆
症
治

療
を
押
し
つ
け
て
し
ま
っ
て
お
り
心
苦
し
い
限

り
で
す
が
、
那
須
地
区
か
ら
脆
弱
性
骨
折
を
な

く
し
て
健
康
寿
命
を
延
命
す
べ
く
引
き
続
き
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

御
　
礼

　

２
０
２
０
年
11
月
の
本
誌
で
も
ご
紹
介
し
た

と
お
り
、
我
々
は
「
治
せ
る
整
形
外
科
」
の
浸

透
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。
整
形
外
科
専
門
医

５
名
（
脊
椎
２
、
関
節
２
名
、
手
１
）
と
専
攻

医
２
名
の
計
７
人
体
制
で
、
２
０
２
２
年
度
は

８
４
２
件
の
手
術
、
う
ち
手
の
外
科
２
３
９
件
、

脊
椎
２
１
０
件
、
関
節
鏡
手
術
96
件
、
人
工
関

節
置
換
手
術
50
件
と
い
っ
た
実
績
で
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
県
北
地
域
の
登
録
医
・
開
業
医

の
先
生
方
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
に
ご
指
名
い

た
だ
い
た
お
か
げ
で
す
。
大
学
関
連
病
院
の
宿

命
で
、
特
に
専
攻
医
は
毎
年
入
れ
替
わ
っ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
逆
に
常
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
心
と

身
体
で
激
務
を
こ
な
し
て
く
れ
る
よ
い
面
も
あ

り
ま
す
。
人
が
入
れ
替
わ
っ
て
も
診
療
レ
ベ
ル

を
保
つ
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
３
年
を
越
え
、
私
自
身
も

濃
厚
接
触
者
扱
い
と
罹
患
と
で
計
４
週
間
蟄
居

す
る
羽
目
に
な
り
ま
し
た
。
初
回
は
２
０
２
１

年
１
月
で
、
大
晦
日
に
助
手
で
入
っ
た
骨
折
の

臨
時
手
術
の
立
ち
会
い
業
者
の
コ
ロ
ナ
陽
性
が

年
明
け
に
判
明
し
て
、
１
月
４
日
外
来
中
に
突

然
帰
宅
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
翌
日
は
脊
椎
転

移
の
手
術
予
定
で
、
術
前
日
腫
瘍
血
管
閉
塞
術

ま
で
し
て
い
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
に
会
っ
て
中

止
を
詫
び
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て

整
形
外
科
医
師
の
突
然
の
自
宅
待
機
が
延
べ
８

人
、
計
13
週
に
及
び
、
病
棟
閉
鎖
も
４
回
、
計

34
日
あ
り
ま
し
た
。
多
数
の
患
者
さ
ん
を
お
断

り
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

病
診
連
携
の
あ
り
が
た
み

　
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
ま
す
と
、
働
き
方
を

変
え
ね
ば
・
・
・
と
い
う
気
に
な
り
ま
す
。
ま

ず
は
外
来
患
者
数
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
必
要

が
あ
り
、
新
患
を
紹
介
状
あ
り
の
方
に
限
定
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
受

け
付
け
て
お
り
ま
し
た
「
今
朝
起
き
た
ら
腰
が

痛
か
っ
た
の
で
来
ま
し
た
」
と
い
う
患
者
さ
ん

は
お
断
り
し
て
お
り
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
、

診
立
て
の
確
か
な
整
形
外
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が

近
隣
に
は
多
数
あ
り
、
ワ
ン
ク
ッ
シ
ョ
ン
い
た

だ
け
る
の
は
本
当
に
助
か
り
ま
す
。
手
術
が
必

要
な
疾
患
は
送
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
し
、
術
後

コ
ロ
ナ
を
経
て

　
栃
木
県
北
地
域
の
登
録
医
・
開
業
医
の
先
生

方
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
、
整
形
外
科
の
竹
内

で
す
。
２
０
１
９
年
４
月
に
着
任
し
、
年
明
け

て
コ
ロ
ナ
禍
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
地

域
の
先
生
方
に
対
面
で
ご
挨
拶
す
る
こ
と
が
叶

わ
ず
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

初
は
あ
と
何
ヶ
月
で
終
わ
る
か
と
楽
観
視
し
て

診療科紹介
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基本情報

久光　愛 先生

先
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

当
院
と
の
医
療
連
携
に
つ
い
て
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
？

毎
日
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、休
日
は

ど
う
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

地
域
の
方
々
、患
者
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　一
言
お
願
い
し
ま
す
。

頃
か
ら
適
切
な
身
体
づ
く
り
を
行
う
こ
と

や
、
怪
我
の
根
本
的
な
原
因
を
発
見
す
る

こ
と
な
ど
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
私
た
ち
は
怪
我
な
ど
の
治
療
の
み
な
ら

ず
、
患
者
さ
ん
の
身
体
づ
く
り
や
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
観
点
で
も
、
お
役
に
立
て
れ
ば

嬉
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
か

お
困
り
ご
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

と
幸
い
で
す
。
ま
た
、
積
極
的
な
受
け
入

れ
体
制
の
継
続
に
も
大
変
期
待
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ぜ
ひ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
休
日
は
趣
味
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
旅
行
や
登
山
、
釣
り
な
ど
を

満
喫
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
家
族
み
ん

な
で
楽
し
む
の
で
、
ハ
ー
ド
な
登
山
や
本

格
的
な
釣
り
と
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
が
、

家
族
と
一
緒
に
遊
ぶ
時
間
は
、
と
て
も
よ

い
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
。

　
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
患
者
さ
ん
の
生
活
が

よ
い
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
今
後
も
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
、
様
々
な
手
助
け
を
し

て
参
り
ま
す
。

　
一
言
、
私
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
い
た

ま
し
て
、
怪
我
の
主
な
原
因
に
は
、
身
体

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
不
足
や
日
々
の
運
動
不

足
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
す
。
怪
我
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
改
め
て
基
礎
的

な
部
分
を
意
識
し
て
生
活
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
栃
木
県
の
県
北
地
域
で
は
、

活
発
な
部
活
動
の
最
中
に
怪
我
を
す
る
方

が
多
い
印
象
を
受
け
ま
す
が
、
怪
我
の
予

防
と
適
切
な
処
置
の
た
め
に
、
成
長
期
の

　

当
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
初
診
が
非
常
に
多

く
、
手
術
や
緊
急
の
処
置
が
必
要
と
な
る

患
者
さ
ん
が
日
々
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
で
、

那
須
赤
十
字
病
院
は
必
要
に
応
じ
て
ス

ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
骨
折
な
ど
手

術
が
必
要
な
患
者
さ
ん
の
場
合
は
、
２
週

間
以
内
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
（
比
較
的

症
状
が
治
り
や
す
く
、
手
術
す
る
メ
リ
ッ

ト
が
多
い
期
間
）
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

な
る
べ
く
こ
の
期
間
内
に
治
療
で
き
れ
ば

と
思
う
中
、
那
須
赤
十
字
病
院
は
積
極
的

に
予
定
を
組
ん
で
く
だ
さ
る
の
で
、
大
変

頼
り
に
な
る
存
在
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。

　
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
役
割
は
、
困
っ
て
い

る
患
者
さ
ん
の
玄
関
口
と
し
て
、
幅
広
い

視
野
で
診
断
し
、
適
切
な
処
置
を
行
う
こ

と
で
す
が
、
自
分
た
ち
で
診
る
こ
と
の

で
き
る
症
状
と
、
手
術
な
ど
他
院
へ
紹
介

が
必
要
な
症
状
を
適
切
に
割
り
振
り
す
る

こ
と
も
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
患
者
さ
ん
の
人
数
も
非
常
に
多

く
、
毎
日
と
て
も
忙
し
い
状
況
で
す
が
、

那
須
赤
十
字
病
院
と
の
地
域
医
療
連
携
を

深
め
、
必
要
な
処
置
を
さ
ら
に
適
切
か
つ

迅
速
に
実
施
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
す

診療科目：整形外科・リハビリテーション科・内科

診療所の先生方はみなさんの健康を支えてくれる心強いパー
トナー。こちらのコーナーでは日々当院と連携いただいてい
る診療所の先生を紹介していきます。
今回は「那須あいクリニック」をご紹介します。

那須あいクリニック

●院長
　久光　愛
●住所
〒329-3133
　栃木県那須塩原市
　沓掛3-12-2
●電話番号
　0287-74-3888
●診療科目
　整形外科・リハビリテー
　ション科・内科
●休診日
　土・日・祝日

登録医紹介
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赤
十
字
・
赤
新
月
は
、
利
益
を
求
め
な
い

奉
仕
的
救
護
組
織
で
あ
る
。

「
単
一
」

　
い
か
な
る
国
に
も
た
だ
一
つ
の
赤
十
字
社
・

赤
新
月
社
し
か
あ
り
え
な
い
。
赤
十
字
・
赤

新
月
社
は
、
す
べ
て
の
人
に
門
戸
を
開
き
、

そ
の
国
の
全
領
土
に
わ
た
っ
て
人
道
的
事
業

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
世
界
性
」

　
赤
十
字
・
赤
新
月
は
世
界
的
機
構
で
あ
り
、

そ
の
中
に
お
い
て
す
べ
て
の
赤
十
字
社
・
赤

新
月
社
は
同
等
の
権
利
を
持
ち
、
相
互
援
助

の
義
務
を
持
つ
。

　
以
上
が
世
界
中
の
赤
十
字
社
・
赤
新
月
社

が
共
有
す
る
７
つ
の
基
本
原
則
で
す
。

　
赤
十
字
ク
イ
ズ

　
世
界
赤
十
字
デ
ー
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
。

①
５
月
１
日　
②
５
月
８
日　
③
５
月
12
日

　
答
え
は
、
次
号
で
発
表
い
た
し
ま
す
。

《
前
号
の
答
え
》

　
各
国
赤
十
字
・
赤
新
月
社
の
数
は
何
社
あ

る
で
し
ょ
う
か
。

②
約
２
０
０
社
（
令
和
５
年
１
０
月
時
点
で

１
９
１
社
）　

　
　Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

　
Ｖ
ｏ
ｌ
．
６

　
　
　
「
講
習
事
業
」
つ
い
て

い
か
ら
生
ま
れ
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
下
に
お
い

て
人
間
の
苦
痛
を
予
防
し
軽
減
す
る
こ
と
に
、

国
際
的
及
び
国
内
的
に
努
力
す
る
。
そ
の
目

的
は
生
命
と
健
康
を
守
り
、
人
間
の
尊
厳
を

確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
。
赤
十
字
・
赤
新
月

は
す
べ
て
の
国
民
間
の
相
互
理
解
、
友
情
、

協
力
及
び
堅
固
な
平
和
を
助
長
す
る
。

「
公
平
」

　
赤
十
字
・
赤
新
月
は
国
籍
、
人
種
、
宗
教
、

社
会
的
地
位
又
は
政
治
上
の
意
見
に
よ
る
い

か
な
る
差
別
を
も
し
な
い
。
赤
十
字
・
赤
新

月
は
、
た
だ
苦
痛
の
度
合
い
に
従
っ
て
個
人

を
救
う
こ
と
に
努
め
、
そ
の
場
合
、
最
も
急

を
要
す
る
困
苦
を
ま
っ
さ
き
に
取
り
扱
う
。

「
中
立
」　

　
す
べ
て
の
人
か
ら
い
つ
も
信
頼
を
受
け
る

た
め
に
、
赤
十
字
・
赤
新
月
は
、
戦
闘
行
為

の
時
い
ず
れ
の
側
に
も
加
わ
る
こ
と
を
控
え
、

い
か
な
る
場
合
に
も
、
政
治
的
、
人
種
的
、

宗
教
的
又
は
思
想
的
性
格
の
紛
争
に
は
参
加

し
な
い
。

「
独
立
」

　
赤
十
字
・
赤
新
月
は
独
立
で
あ
る
。
各
国

赤
十
字
社
・
赤
新
月
社
は
、
そ
の
国
の
政
府

の
人
道
的
事
業
の
補
助
者
で
あ
り
、
そ
の
国

の
法
律
に
し
た
が
う
が
、
つ
ね
に
赤
十
字
・

赤
新
月
の
諸
原
則
に
し
た
が
っ
て
行
動
で
き

う
る
よ
う
そ
の
自
主
性
を
保
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

「
奉
仕
」

　
こ
ん
に
ち
は
、
前
回
は
「
赤
十
字
の
標
章
」

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が

い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
も
「
赤
十
字
っ
て
」
に
つ
い
て
知
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
Ｖ
ｏ
ｌ
．
５

　「
赤
十
字
の
基
本
原
則
」
に
つ
い
て

　
１
９
６
５
年
（
昭
和
40
年
）
に
ウ
ィ
ー
ン

で
開
催
さ
れ
た
第
20
回
赤
十
字
国
際
会
議
で
、

「
赤
十
字
基
本
原
則
」
が
決
議
さ
れ
、
宣
言
さ

れ
ま
し
た
。

　
赤
十
字
基
本
原
則
は
、
赤
十
字
の
長
い
活

動
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
形
作
ら
れ
た
も
の
で
、

「
人
間
の
生
命
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
苦
し
ん
で
い
る
者
は
、
敵
味
方
の
区

別
な
く
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
い
う

「
人
道
」
こ
そ
赤
十
字
活
動
の
基
本
で
、
他
の

原
則
は

　
「
人
道
」
の
原
則
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要

と
な
る
も
の
で
す
。

　
赤
十
字
が
共
有
す
る
７
つ
の
基
本
原
則
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

「
人
道
」

　
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
運
動
（
以
下
「
赤

十
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社会課
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今回のセミナーの様子です

救護テントの前で皆さまをご案内

マラソン完走後の選手に手当て実施

けんけつちゃんと一緒に活動しました

10 月　 大田原市健康長寿都市健康セミナー  開催

11 月　 大田原市産業文化祭  イベント活動に参加

　那須野が原ハーモニーホールにて、健康セミナーが
開催されました。当セミナーでは、当院院長・井上先
生による講演が行われ、健康増進に関する内容を参加
者の皆さまにお伝えいたしました。　
　そのほか、当院のリハビリテーション科職員も講演
に参加し、実演を交えながら解説などを行いました。

　11月 4日、5日の 2日間、当院は大田原市産業文
化祭に参加し、救護テントの設置や手洗いチェック、
防災関連の展示などを実施いたしました。ご参加くだ
さいまして誠にありがとうございました。
　当院は様々なイベントを通じて、地域の皆さまに役
立つ情報を提供するほか、実際にどのような活動を
行っているのかなども発信して参りますので、ぜひお
気軽にご参加ください。

　11月 23日、4年ぶりに「大田原マラソン」が開催
され、当院はマラソン参加選手の救護活動を行いまし
た。救護班はチーム一丸となり、選手の皆さまが安心・
安全に競技に参加できるよう、万全の準備を整えて救
護活動に臨みました。
　救護活動は赤十字の重要な役割・使命の一つでもあ
るため、イベント等での救護活動や災害訓練を通じて、
多くの方々に貢献できるよう技能・知識の向上に尽力
いたします。

　12 月 23 日、東武宇都宮百貨店大田原店にて、栃
木県赤十字血液センターとともに献血イベントを実施
いたしました。寒い中、多くの方々が献血にご協力く
ださったので、感謝の気持ちでいっぱいです。
　献血事業は、救護活動と同様に赤十字の重要な役割
です。赤十字は少しでも多くの人々の命を救うため、
引き続き献血事業にも力をいれて参りますので、ご支
援・ご協力のほどよろしくお願いいたします。

11 月　 第 33 回大田原マラソン  救護活動を実施

12 月　 東武百貨店　献血活動に参加

マイタウン・マイホスピタル

ミニニュース
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プラタなす

基本方針
１．赤十字基本原則に則り、地域のための医療を提供します。  
２．患者さんの立場を尊重し、患者さんに信頼される病院をつく
ります。  

３．日々の研鑽を惜しまず、医療の質の向上に努めます。  
４．保健・医療・福祉施設との連携を密にし、地域医療の発展につ
くします。

基本理念
マイタウン・マイホスピタル

～地域に根ざし、ともに歩み、心ふれあう病院に～

受付時間変更のお知らせ
 （予約外受診の場合）

令和6年4月より
下記の通り受付時間を変更いたします

8：00～11：30

⬇
8：00～11：00

　患者さんの待ち時間低減や医師が入
院診療や手術に注力するため、受付時
間を30 分短縮いたします。ご理解、ご
協力のほどよろしくお願い致します。
　なお、予約のある場合はこの限りで
はありません。

小学生・中学生・高校生対象
病院体験ツアーはじまります。

【目的】
　職業発見、将来の夢を発見
【内容】
　看護師、薬剤師、検査技師、放射線技師 など各職
種体験ほか、防災教育セミナーも受け付けていま
す。
【開催日時】
　随時受付中、下記ＱＲコードまたはメール・電話
にてお申し込みください。
【メール：syakai@nasu.jrc.or.jp 】
【電　話：070－1392－1747】
【担　当：医療社会事業部社会課　髙橋】

編 集 後 記
　あけましておめでとうございます。
　2024年になって早 1ヶ月が経ちますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。
　さて、今年は「甲辰」の年です。甲は「はじまり」を、「辰」は「大きな成長・成功」を意味するそうなので、
今年は心機一転、何か新しいことに挑戦してみるとよいかもしれません。
　私たちも、新しいことに取り組みつつ、引き続き様々な情報を発信して参ります。

（管財課　利谷）

広報誌「プラタなす№ 40」の訂正とお詫び

　2023 年 11 月発行の広報誌「プラタなす№ 40」
において、文章中に誤りがありました。
　下記のとおり訂正させていただくとともに、お
詫び申し上げます。

ページ 正 誤

３

・検査費用：121,000
円（税込）
・遺伝カウンセリン
グ料（初再診料含
む）：16,500円（税込）

・ 検 査 費 用 は
125,000 円（税別）
になります（別途、
初診料＋遺伝カウ
ンセリング料がか
かります）
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